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2091 kHz, 8364kHz,無線電話の 2182k:Hz
で，全部が遭難通信波であるから，どの周波数
が発射されていても救助船の通信士が探しあて
位置の測定をしてくれるから，必ず救助される
ことを信じてよい。発電機は片手で回せるほど
軽く，極めて安定で受信機も驚くほど高感度で
ある。送信出力は 2ワット以上でVHFの無線
機の 2倍以上の通達があり，中短波や短波を有
効に使用すれば 100キロを超える通信も不可
能ではない。昭和 30年代には真空管製であっ
たから消費電力も大きく，発電機を回すのにも
2人が力を合わせる必要があったが，写真の装
置の頃にはトランジスタ化された実用的な装置
が完成した。
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